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1 あさかぜしずかにふきて、  2 ゆかしき神のおもいに

小鳥もめさむるとき、      とけゆくわがこころは、

きよけき朝よりきよく、    つゆけき朝のいぶきに

うかぶは神のおもい。     いきづ く野べの花か。

3 かがやくとこしえの朝、

生命にめさむるとき、

この世のうれいは去りて、

あおぎみん、神のみかお。
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つくりぬ しを 賛美します。

み前に進み ひれふし、

ささげます 身もたましいも、

きよい主のみ名を 感謝して。

2全態の神を 賛美します。

猛し後を しずめて、

こころみに 打ち勝つ力

与える恵みに 感謝して。

こころ       さん び

3心 こめて 賛美します。

よろこびの声 合わせて、

強い手で いつも導く

あがないの神に 感謝して。
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